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事業計画の作成に

際し適正かつ合理

的な土地利用を図

る上で留意した事

項 

 取付道路及び資材置場事業を行う森林保全区域の土地に斜度 30°を超える土地

が含まれて（5,493.34 ㎡）いるが、最小限（929.05 ㎡）に収めるように計画した。 
 又、区域内の造成（切・盛土）については斜面の安定が保たれるよう 30°未満

に造成整備を行うものとし、土砂流出防止に努めるものとした。 
 尚、取付道路及び資材置場には側溝を敷設し、資材置場用地内にオンサイト型

の防災調整池を整備するものとし雨水排水等の防災に留意した。 
 更に区域内には残置森林・法面緑地等により事業区域の 20％以上の緑地を確保

するものとした。 
事業区域内に確保

する緑地 
面積： 14,333.80 ㎡ 事業区域内に残置す

る森林 

面積： 10,571.98 ㎡ 

率：  37.74％ 率：  45.15％ 

斜度 30 度を超える土地の有無    有 ・ 無 

汚水及び雨水の放

流先，処理施設の

有無，並びに処理

施設の概要 

 汚水は発生しない。 

 雨水については極力区域外に直接流出しないよう側溝等の排水施設を整備し、

更には資材置場用地内にオンサイト型の防災調整池を設置し既設水路に接続放流

するものとする。なお、井戸、浄化槽の設置はない。 

開発事業の実施に

ともなって発生集

中が見込まれる自

動車交通量 

造成完了後における資材の搬入搬出車両の出入りは、資材の搬入が落ち着くま

での間は 15～20 台／日と考え、落ち着いた後は搬入搬出合わせて 10 台／日程度

と考えている。 

事業区域内の給水
に係る取水計画の
概要 

 給水は利用しない。 

開発事業の実施に

際し必要と見込ま

れる許認可等の名

称 

・河川法第 55 条（保全区域）許可申請 
・森林法第 10 条の 8 第 1 項の規定による伐採及び伐採後の造林の届出 
・農地法第 5 条による農地転用許可申請 
・法定外公共物工事施行承認申請 
・埋蔵文化財の取扱について（協議） 

連 絡 先 住 所 仙台市宮城野区新田四丁目 19 番 17 号 

担当者 

 

所属：尾張設計測量株式会社 電話：022－284－1358 

氏名：尾 張 勝 文 Fax：022－284－1360 

備考 
 １ 添付図面 
  (1)事業区域の位置を明らかにした縮尺１：10,000 以上の位置図 
  (2)事業区域の区域を明らかにした縮尺１：5,000 以上の地形図 
  (3)事業区域における土地利用の現況を明らかにした縮尺１：5,000 以上の地形図 
  (4)造成計画の概要を明らかにした縮尺１：5,000 以上の平面図及び断面図 
  (5)事業区域における土地利用計画の概要を明らかにした縮尺１：5,000 以上の平面図 
  (6)設置を予定する工作物の種別，規模その他の概要を明らかにした縮尺１：2,500 以上の平面図

及び立面図 
  (7)発生集中自動車交通に係る主要な移動経路を明らかにした縮尺１：10,000 以上の平面図 
 ２ 事業区域内の土地の登記事項証明書（写しで可）および借地等の場合は所有者の同意書を別途

提出すること 
 ３ 再生可能エネルギー発電事業については，事業者の住民票（法人である場合はその登記事項証

明書），資金計画書及び事業経歴書を別途提出すること 
 ４ 本条例の手続きについて事業者以外に委任する場合には，事業者より委任状を別途提出するこ

と 
 ５ 用紙の大きさは，添付図面については日本工業規格 A３とし，それ以外のものについては A４

とすること 


